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例  言

I 本書は、奈良市教育委員会が昭和54(1979)年 度から平成11(1999)年度までの21年間に、

平城京跡 (奈良市域)において実施 した発掘調査で出土した古代の墨書土器に関するデータ

の概要をまとめた平城京跡出土墨書土器資料 Iの 第二分冊である。

Ⅱ 本書に収録 した墨書土器の調査作業は、平成■～13年度に実施した。

Ⅲ 本書には、土器と文字についての全般的な解説に加えて、墨書土器の図版と写真図版を収録

した。墨書土器の釈文・文字情報および土器に関する主な情報は、先に刊行した第一分冊の

p7～ 42の「平城京跡出土墨書土器一覧」を、また、本書で使用する土器の器種や時期、文献

等の用語の詳細については、第一分冊のp2～ 5の「凡例」を参照されたい。

Ⅳ 本書の図版、写真図版の土器に付 した番号は、第一分冊の「平城京跡出土墨書土器一覧」に

ある「番号」と同一で、図版、写真図版は基本的にその番号順に配列している。

V 本文中及び写真図版にある墨書土器の釈文に使用 した符号については、以下の通 りである。

釈分の詳細については、第一分冊の一覧をあわせて参照されたい。

□□□ 欠損文字のうち、字数が確認できるもの

〔 〕 校訂に関する註のうち、本文に置き換わるべき文字を含むもの

( ) 上記以外の校訂註および説明註

力  編者が加えた註で、疑間が残るもの

/  記載の位置や向きが異なる等、一連の文字列として認められないもの

Ⅵ 図版の縮尺は、821番のみ 1/8で、それ以外はすべて 1/4で ある。

Ⅶ 釈文の最終確認作業に関しては、舘野和己氏 (奈良女子大学文学部教授)の ご教示・ご協力

を得た。この他に本書をまとめるにあたっては、下記の機関・団体・個人からも有益なご教

示・ご協力を得た。ここに記して謝意を表する。

独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所平城宮跡発掘調査部史料調査室 奈良古代史談話会

金田明大 (奈良文化財研究所)        小森俊寛 ((財)京都市埋蔵文化財研究所)

佐藤直子 ((財)向 日市埋蔵文化財センター) 柴田博子 (宮崎産業経営大学)

清水みき (向 日市教育委員会)        中島皆夫 ((財)長岡京市埋蔵文化財センター)

古尾谷知浩 (名古屋大学)          山下信一郎 (文化庁)

Ⅷ 本書の作成は、奈良市埋蔵文化財調査センター主任三好美穂、技術吏員武田和哉、池田裕英、

久保清子、細川富貴子が担当した。

Ⅸ 本書に収録 した遺物とその実測図・写真は、奈良市埋蔵文化財調査センターにて収蔵・保管

している。広 く活用されることを望む。



平城京跡出土墨書土器の概要

| はじめに

墨書土器は、土器から得られる知見だけでなく、文字や記号、絵画等の情報がさらに加わると

いう特徴を持っており、他に類例をみない極めて貴重な遺物資料である。遺跡の性格を具体的か

つ総合的に判断する際の物証のひとつになり得る遺物としても注目されており、ここ数年で墨書

土器集成や研究が全国各地で盛んに行われている。

奈良市教育委員会が保管している古代の墨書土器の総数は、平城京跡の発掘調査を本格的に開

始した昭和54年度から平成11年度までの21年間で、約1100点に達している。これらの遺物資料は、

土器の種類・墨書内容がバラエテイーに富んでおり、他の集落遺跡等とは様オロを異にした都城遺

跡の特徴をじかに反映していると思われる。

このように、資料量が大きく増加している墨書土器に対する研究は、土器に記された文字ある

いは記号を判読し、その意味を理解して新たな歴史資料とすることが必要である。

ただし、墨書土器は、単に紙に書かれたものではなく、「文字や記号が土器に記されている」

という点に注目しておくべきであろう。土器は、本来的には文字を記すためのものではなく、生

活用具あるいは祭祀具等明確な使用目的を持った製作物で、実際の用具として使われた使用痕跡

等を持つ遺物資料といえる。紙に記された文字や記号等とは異なる情報を有しているのである。

土器そのものに対する観察は、記された文字・記号等の墨書情報の理解に、広がりと深化を提供

する基礎資料になるものと考えられる。

F平城京跡出土墨書土器資料 I(第一分冊)』 では、当市教育委員会が実施した平城京跡の発掘

調査で出土した古代の上器、とりわけ奈良時代から平安時代前期の上器を中心に、土器の特徴と

時期、出土地点、出土遺構及びその性格、出土量の算出を行い、その成果を一覧にまとめて収録

した。今回新たに刊行した第三分冊では、第一分冊の一覧で示した墨書土器の中から、残存状態

の良好なものや文字の釈読が可能なものを中心に、図面及び写真図版を掲載している。さらに、

前述した視J点 に基づく上器の観察を通して得られた知見と釈文の解釈 。問題点についても記述し

ておいた。以下、平城京内における墨書土器の様相の一端を紹介していくこととする。

H 出土状況

A.出土地の傾向 奈良市教育委員会は、京内寺院 (主に史跡大安寺旧境内・元興寺旧境内)。

東市跡推定地等を含む平城京域跡を中心に、市内全域の遺跡を調査対象としている。京域内の調

査で墨書土器が出土した遺跡は、図1に示したように、一箇所に集中しているのではなく、平城

京内のほぼ全域にわたっていることがわかる。平城京跡では、広範囲に墨書土器が出土するとい

うことが特徴であり、他の集落遺跡等とは大きく異なる点のひとつである。だが、地域によって

は出土量の差異が認められることもまた事実である。

B.出土量からみた傾向 墨書土器の出土量の違いを軸にして遺跡の性格を考察するために、

客観的なデータとして、他地点との出土量を比較検討できる方法を採用してみた。

第一分冊の一覧では、ひとつの調査地で出土した墨書土器の総点数が、発掘面積 1ぽあたりに

換算すると何点の出土量になるのかという視′点のもとに、出土量=出土点数■発掘面積 (ぽ)の式

を用い、調査地ごとに算出しておいたり。発掘調査の面積の大小に左右されることなく、出土量

の比較を容易に行うことができる点では評価できる。だが、同じ地点からの出土とはいえ、遺物

の詳細な年代を考慮していないので、出土量の時期別の推移については今後の課題として残る。
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表 1 追跡名一覧 (図 1の番号と対応)

3253 3254 32,7
34″1 377‐ 1

7」 八四条四万十五F■ H」 Z86‐Z ZtJZ 1 310〃

31113 32″ 52 HT440 左京一条三坊十三坪

3 Hキ 307 左京一条四坊五坪 IT364  378‐ 3   37M  412 右京二粂三坊七坪

Hキ 15」 左京二条二坊十一 十四坪 H」 199 218 25}2

4084 429■

左京四条四坊十六坪 12 右京二条
=坊

七 ,十坪

5 Hキ 28 73
=京

二条二坊十二坪 ユT3279 3274 右京二条三坊九坪

6 HT170 と東二条三坊三 六坪 Iキ 37″ ] 左京四条五坊二坪 71 lT317 327‐ 3 右京二条三坊十坪

7 HT432
=東

二粂三坊七坪 I!168・ 353‐ 2・ 377‐ 1 芹京四条五坊三坪 H」29多1 釣22 3275
351‐ 1  378‐ I

右京二条三坊十一坪

8 IT157
=東

二条四坊二坪 I188  420 芹京囲条五坊四坪

HJ174 329 京三条四坊七斗 ―
IJ429‐ 2 左京四条五坊五坪 1耳 184 右京三条

=坊
一坪

可 180 京二条四坊十一rl 庄京四条五坊六坪 74 J2543 有京三条三坊二坪

Iユ 京二条五坊北郊 左京凹条六坊十四坪 75 1ゴ 2361 石京三条三坊三坪

II119 336 1 京三条一坊一坪 I165 左京五条一坊―坪 76 HA掘8623 右凍三条三坊五坪

Il119 321 京三条一坊二坪 J24 左京五条一坊七坪 77 1耳 226‐ 1 ・ 257‐4 右京三条三坊六坪
‐I1312 京三条一坊三坪 左京五条一坊十四坪 78 257‐2 右京三条三坊七坪

H12 28 192 工京三条二坊九坪 1耳3381 370 左京五条一坊十六坪 79 237■  25子ユ 右京三条三坊八坪

I1187 231 262
=京

三条二坊十六坪 左京五条三坊十四坪 80 129 右京四条四坊十二・十三坪

11247・ 391
=京

三条三坊三坪 左京五条五坊五坪 127 右京五条一坊十五IT

I1194
=京

三条四坊六坪 J9 左京五条五坊七坪 82 393 右京六条一坊十三坪

J102
=京

三条四坊九坪 J302 左京五条五坊九坪 IIT97 427 右京七条一坊十五坪

20
=京

三条四坊十坪 I1333 上京五条五坊 十五坪 84 東市跡推定地 (左京八条三坊六坪 )

I耳 413
=京

三条四坊十二坪 I1405 生京六条一坊十六坪 東市跡推定地 (左京八条三坊十 十一坪 )

=京
三条五坊三坪 ―11225 ヒ京六粂二坊三坪 86 T16 22 25 東市跡推定地 (左京八条三坊十一坪 )

I打 328 左京四条一坊二 '三坪 玉1lH 笙京六条二坊十坪 M 東市跡推定地 (左京八条三坊十一 十四坪 )

24 I打 365 左京四条一坊十三坪 玉152' 284 ヒ東大条三坊十坪 88 T16 東市跡推定地 (左京八粂三坊十二坪 )

三】309
=京

四条一坊十六坪 試掘8830 東大条三坊十一坪 開 大安寺旧境内 (西中房南列 )

I打42 59  80
=京

四条二坊七坪 I耳62 91 京六粂三坊十五坪 90 DA70 大安寺旧境内 (東 面中房北列 )

I]355
=京

四条三坊六坪 ‐I193. 387 生東七条二坊六坪 DA30 大安寺旧境内 (小子房 )

左京四条三坊十坪 I1254 ヒ東八条三坊三坪 DA57・ 84 大安寺旧境内 (左京六粂四坊二坪 )

狩 11290 左京四条四坊二坪 1打 106 ヒ京九粂一坊三 六坪 DA72 大安寺 1日 境内 (左京六粂四坊七坪 )

I1121  435
=京

四条四坊七坪 1打 296 平城京外東堀 1可 94 DA22 大安寺 1日 境内 (左京六条四坊十坪 )

11275 左京四粂四坊十坪 11207 右京一条二坊十四坪 DA43 大安寺十日境内 (え京六条四坊十一坪 )

左京四条四坊十一坪 64 HJ283 3271 351ワ
426  431-1  431‐ 2

右京二条
=坊=坪

大安寺十日境内 (た京六条四坊十二坪 )

11331  335 左京四条四坊十二IT DA19 大安寺旧境内 (た京七条四坊十坪 )

11208 331  339 左東四条四坊十三坪 HJ273‐ 2283 31111
V8‐7 431‐3 431望

石京二条
=坊

三坪 98 DA襲  53 大安寺旧境内 (杉山古増周濠 )

H」168 3442

353‐ 1  377‐ 1

左京四条四坊十四坪 GG7 元興寺旧境内 (左京四条七坊七坪 )

H」273‐ 1 276 293
3732

右京二条三坊四坪 GC29 34 元輿寺旧境内 (々京四条七坊十三坪 )

き原寺旧境内(右京三条三坊十四坪)



上記の方法で、奈良市教育委員会が実施した各調査で出土した墨書土器の点数を算出した結果、

最大量で 1♂あたり0。91点 (100♂あたり91点 )、 最小量では 1♂でo.ooo5点 (100♂あたり0.05点 )

になり、出土地点によっては相当差異があることが理解できる。

出土量が最も多い三条大路南側溝や次に多い東市跡推定地および大安寺旧境内 (100♂あたり23

～27点 )では、何 らかの目的で墨書土器を使用・廃棄する機会が比較的多かったことが推祭でき

るが、調査地点によっては、出土量の多少があることも留意してお く必要があろう。

出土地点の分布をみると、前述 したように、平城京域内に拡散する状況を示 してはいるが、左

京・右京ともに一条南大路から四条大路付近に集中している傾向がうかがえる。他地点に比べる

と後世の削平が少なかったことや、開発工事による調査地域の偏 りが要因になっているとも考え

られるが、この近辺は、これまでの発掘調査で、長屋王邸を始めとした一坪以上を利用 した大規

模な邸宅跡や庭園遺跡、三彩瓦で葺かれていた建物跡、碑敷の人角井戸等や奈良時代の土器類、

瓦類、木簡、木製品、金属製品、石製品等の豊富な種類の遺物が大量に出土する等の成果があが

っている場所でもある。

文献資料の検討からも、五位以上の貴族は五条大路よりも北側に居住 していたと指摘Dさ れて

いることを考慮すると、墨書土器が比較的数多 く出土する一条南大路から四条大路付近は、経済

的にも恵まれた高位の人々が暮らしていた可能性が考えられる。同時に他の一般宅地に比べて識

字者が多かったことや、日常生活の中で文字を使う機会が多かったことも推察できるのではない

だろうか。

C.遺構の種類 次に、墨書土器はどのような遺構から出上しているかみてみよう。遺構を種

類別に分け、その種類ごとに出土した墨書土器の点数を表 2に まとめてみた。

これによると、最も多いのは井戸で、次に多いのは条坊道路関連の側溝である。ただ、側溝と

それ以外の溝も、素掘り溝として 1つにくくるならば、井戸よりも出土数が多くなる。全体の約

70%の墨書土器が、溝または井戸から出上していることがわかる。

そもそも溝や井戸は、墨書土器に限らず、他の遺物も大量に出土する遺構であり、不要品を廃

棄するには好都合の場所であったことが推察できる。墨書土器も不要になれば、他の遺物と同じ

ように適当な場所に捨てられただけなのかもしれない。ただ、墨書土器の中には、何かの記号や

祭祀を想起させるような文字や記号を記した例もあるので、他の祭祀関連遺物と同様に、意図的

に廃棄されたものが含まれていることも考慮しておく必要はある。

ところが、廃棄という見方では説明がつかない出土例もある。平

城京左京四条四坊十一坪で検出された土坑の中に、数枚の銭貨を須

恵器杯Bの 中に入れ、渦巻き状の記号 (250)が墨書された須恵器杯

蓋でふたをしたものが埋納されていた。。このような例は、墨書した

土器を意図的に埋めたものと考えられ、「捨てる」という概念は当て

はまらないだろう。

以上のように、遺構の種類や出土状況を明らかにすることは、墨

書する目的や土器に墨書した時期等を考察する上での手がかりとな

り、土器の観察と併せて不可欠なものである。

Ⅲ 墨書された土器

本稿では、観察を通して得られた知見を組み入れながら、墨書土

器の特徴を項目ごとに記述しておく。

表 2 遺構の種類

出土点劉

遺構種類
点数 比率 (%)

条坊関連溝 237

東堀河

素掘 り溝

池

井戸

柱 穴

土坑

粘土採掘坑

杉山古墳周濠

整地

遺物包含層

その他 11

合  計



A.土器の種類 墨書土器には、土師器、須恵器、

黒色土器A類、灰釉陶器がある。内訳は、表 3で示し

たように、須恵器が775点 、土師器320点 、黒色土器

A類 10点、灰釉陶器 6点で、須恵器が全体の70%近 く

を占めている。平城京内において、墨書されていない

通常の土器は、須恵器よりも土師器の出土比率の方が

上回っている例が多いことが知 られている。。墨書土

器全体の70%近 くを須恵器が占める状況は、墨書土

器そのものがもつ性格を反映している可能性もあり得

るので、留意しておくべき点のひとつであろう。

次に器種であるが、土師器には、杯A・ BoC、 皿

A・ B・ C、 椀A・ C、 蓋、高杯、鉢 C、 壷 B、 奏がある。

須恵器には、杯A・ B・ C・ E・ L、 皿A・ B・ C、 蓋、

椀 B、 高杯、鉢A、 盤A、 壷 E・ H・ L・ M、 奏Cがあ

る。その他に、黒色土器A類椀、灰釉陶器皿・椀がある。

各種類の上器を通 じ、杯・皿・蓋・椀・高杯などの

供膳形態の墨書土器は1069点、鉢・壷・奏の貯蔵形

態が36点 、土師器の煮沸形態が 6点で、供膳形態が

全体の約96%も 占めていることが明らかになった。

集落遺跡の場合でも、杯や皿等の供膳形態が主体を

成しているようで、特に杯類の報告が目立っている。

平城京跡の場合は、杯・皿類はもちろんのこと、椀類

や蓋に墨書 している例が多い。平城京では、「律令的

土器様式」。と呼称されている独特な土器様式が成立

しているため、集落遺跡の上器様式とは異なっている。

特に、高台付きの杯・皿 (杯 B・ 皿B)や蓋、土師器椀

Aは、平城京の代表的な器種であるといえよう。した

がって、墨書土器の器種についても平城京の上器様式

を反映したものとなっている。

B.記載位置 土器のどの部分に墨書しているかと

いう点についても、重要な観察のひとつとして注目さ

れる。土器を正位置においた場合、直接 目で見える部

分 (口縁部内・外面、底部内面、頂部外面、体部外面)

と隠れて見えない部分 (底部外面、頂部内面、体部内

面)と がある。表 4で示 したように、前者にあたる部

分に墨書があるものは209点、後者は868点で、平城

京内では、見えない部分に墨書されているものが大勢

を占めている。さらに観察をすすめると、後者の中に

は、杯や皿等の供膳形態や壺・器の貯蔵形態の須恵器

を硯 として使用 していたとみられるものが118点 も含

表 3 墨書土器の器種

表 4 墨書の記載位置
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まれていることもわかった。これらは、土器を正位置においた状態で使用 しているものも若干あ

るが、大半が底部外面や体部内面、蓋の内面を硯面として使っている。つまり、食器や貯蔵用と

して作 られた土器が、まったく別の用途の道具に転用された場合、底部外面や体部内面、蓋の内

面が直接 目で見える部分として捉えられることにもなるのである。

このように、同じ形態の上器として認識できても、用途の違いによっては観察結果が異なる場

合があることも想定したうえで、墨書の記載位置の傾向を把握していくことが大切であろう。

C.土器の特徴 須恵器、土師器の観察を通して得られた知見を記しておく。

合計741点 におよぶ須恵器杯 。皿類、蓋の墨書土器の大半が、底部内外面または頂部内面に摩

耗痕跡が残っていた。この中には、成形・整形時に残された痕跡が摩耗により失われており、個

体によってはロウ石のような手触りになっているものまである。このような状態は、底部内外面

や頂部内面に多く見られるが、口縁部内外面がこれほど激しく摩耗しているものはほとんどなか

った。ひとつの個体の中でも、部位によって摩耗の状態が異なるということは、土器が廃棄され

た後に起きた現象ではなく、土器を使用している間に、何らかの摩擦が何回も土器の一部分に働

いて生じた結果と考えられる。

このように器表面に摩耗痕跡をもつ個体は、付着した墨が残存している例も多く、硯に転用さ

れたものと推測される。また、硬質な須恵器の技法痕跡が摩耗している例も多く、幾度となく使

用されたとも見られる資料も少なくない。

土師器は、軟質な焼き物であるため、仮に使用痕跡が残されたとしても廃棄後の摩耗痕跡との

区別をすることが難しい。しかし、今回観察した土師器の中には、良好な状態のままで出上した

土器が14点 あった。肉眼観察では、使用したと思われる痕跡が認められないのである。具体的な

使用方法は不明だが、祭祀等の行事で 1回だけ使用してすぐに捨てた可能性が高い資料とみてよ

いのではないだろうか。

平城京内の一般的な傾向では、日常的に使われている土器は、量的には土師器の方が多いとさ

れているが、墨書土器では圧倒的に須恵器の比率が高いことがわかった。なぜ、須恵器が大勢を

占めているのか明確な説明ができないが、転用硯に墨書例の多いことが、土師器よりも須恵器が

高い比率を占めている要因のひとつと思われる。

D.時期 今回扱った墨書土器は、奈良時代から平安時代前期までの資料である。細片が多く、

詳細な時期までわかるものは少ないが、墨書土器の時期的な傾向を概観しておく。

平城京域内では、飛鳥時代の墨書土器と判断できるものは現状では見つかっていない。平城京

遷都後の奈良時代前期 (平城宮土器 I・ Ⅱ相当)以降になると、量的には少ないが出土するように

なる。奈良時代中期 (平城宮土器Ⅲ相当)か ら増加傾向を示しはじめ、奈良時代後期 (平城宮土器

Ⅳ・V相当)に は出土量が増大する。

都が長岡京へ遷った後 (平城宮土器Ⅵ相当)か ら平安京に遷都した直後の時期 (9世紀初頭)まで

は、出土量の多さにほとんど変わりないが、平安時代前期 (9世紀前半～10世紀前半)なると一挙

に激減する。これ以降では、10世紀前半の上器が数点あるだけで、中世になるまで出土例を確認

していない。

墨書土器の増減する時期的な出土量の傾向は、墨書のない一般的な土器の出土状況とよく似て

いる。なぜ、奈良時代後期から平安時代初頭まで遺物全体の出土量が多くなるのか、現段階では

解明されていない。遺跡との関連を検討し、今後の課題として注目していきたい。 (三好美穂)



E.文字 墨書土器に記載された文字の様相について概観し、様相や留意点を述べる。

① 全体の様相 今回の報告対象となった墨書土器の文字内容は、都市としての平城京の多様

性を反映してか、極めて多様な事例がみられる。具体的には、官司、殿舎、寺院、邸宅に関する

例から、職名、人名、地名、方角、紀年、場所を記した例、また食物や物品名の例、まじないや

祭祀に関連があると推測される例などがみられる。

墨書された文字数に着目すると、 1～ 2文字程度にとどまる例が大半である。この点において

は、他の都城遺跡や地方官衛遺跡の出土事例と同様な様相と言えよう。これには、まず第一に、

墨書土器の多くが破片で出土するという要因が大きく関係していることに留意する必要がある。

ただし一方では、比較的良好な状態で出土した土器でも、やはり墨書の字数が 1～ 2文字程度で

ある例が大勢を占めている。

こうしたことから、古代における土器への墨書は、もともと1～ 2文字程度の記載が主流であ

ったと考えられ、人名等の場合は略記している可能性も大きい。よって、ごく僅かな文字数の墨

書にのみ依拠して、その記載内容を判断することは極めて困難な状況である。他方、 3文字以上

を墨書した例も少数ながら存在しており、今回の報告対象の中では70点余ある。これらの場合の

多くは特定の文字を何度も書いている例があることからみて、習書の目的で書いたと考えられる。

このように、全体の様相としては多岐にわたる内容の墨書土器が出上しているものの、平城京

内の各坪の単位で分けてみると、坪ごとに異なった様相を示す場合がいくつかみられる。しかも、

特定の文字を墨書した土器が集中して出上している例が若千あり、地方官衛などの遺跡における

墨書土器の出土状況と類似している。このような状況がみられる地区については、共伴遺物や検

出遺構の様相等とも併せて検討することにより、存在した施設や土地利用の性格などを知る手が

かりが得られる可能性がある。

そのほか、記号を墨書した例も多くみられ、則天文字、あるいはそれに極めて類似した文字の

記載例もいくつかある。また、「井」と「十」については、概ね京内全般にわたって出上しているが、

漢字として記載されたものか、あるいは「♯」や「×」または「十」のような記号として記載されたも

のなのか、筆跡のみでは判定が困難な場合が多く、第一分冊の一覧表に示しているように、双方

の可能性を併記しておいた。

以上は、墨書土器の文字内容からみたおおまかな様相であるが、次項では、出土状況に特徴や

他とは異なった傾向がみられる地区について、現時点での知見をまとめておく。

② 寺院旧境内地・東市跡推定地の様相 大安寺旧境内に関しては、今回の報告の対象となっ

た資料は135点 あり、大安寺に直接関連する例がいくつか含まれている。例えば、「大安寺」(976)、

「大寺」 (971)、 「大安寺左右酒」 (972)、 「寺」 (ア3・ 974・ 1008・ 1026)、 「寺東」(975)と いった例が

ある。これらの大半は、主要伽藍地区の北側の左京六条四坊二坪内で検出した井戸から出土した。

また、「東院」(10181、 「東院器」1968)と いう例もあり、「東院」は主要伽藍地区の東隣にあたる左

京六条四坊十二坪内の井戸から、また「東院器」は東面僧房の北側付近の遺構からそれぞれ出土

した。双方ともに良好な状態で出上しており、しかも、出上場所が位置的には大安寺の中心から

みて、東寄りの場所に該当していることも注目される。

ところで、この「東院」という名称は、「大安寺崇道天皇御院八嶋雨庭記文」6)の 中にみえる大

安寺の東院との関連性が高いと考えられるので、両資料とも大安寺の東院の位置を検討する上で

重要な手がかりとして位置づけられるであろう。このほかには、「大三三井」 (1001・ 1003)、 「大

三」 (1006・ 1010)と いう例がある。いずれも8世紀後半の上器で、主要伽藍地区北東方の左京六



条四坊十坪に該当する場所で検出した井戸から出上した 7)。

これに対して、元興寺旧境内に関する今回の報告対象出土数は8点 と少ない。これは、大安寺

旧境内に比べると発掘調査の累計面積が少ないという事情もあるが、元興寺旧境内などを中心と

する地域は、中世以降も「奈良町」として多くの人口が居住した地区である。中世以降の遺構群に

よって古代の遺構が大きく削平されていることが、出土数の相対的な少なさにつながる最たる要

因になっているとみられる。

このほかにも、本書においてその他の寺院旧境内地の報告例がないのは、それらの地内で奈良

市教育委員会が担当した調査数・面積がともに少ないことに起因している。

次に、東市跡推定地に関しては今回の報告では109点の出土例を数えたが、このうち半数以上

の57点 は、東市跡推定地内を南北に貫流する東堀河からの出上である。

現時点では、市の存在を直接的に示すような内容の墨書土器はみつかっていない。また、東堀

1可以外の部分から出土した例としては、「/Jヽ」または「小」字に酷似した墨書のある土器 (854～

860。 864・ 865。 868～ 874・ 876・ 877・ 880。 882・ 883・ 885'888)が、左京八条三坊六坪内

で検出した井戸 1基から大量に出上したことが注目される8)。 この井戸は、東市の推定復原では、

市の中央からやや北寄りの場所に位置する。これらの墨書が「小」という文字として書かれている

のか、あるいは何らかの記号であるのかは必ずしも明確ではないが、釈文が確定しているものだ

けでも20点あり、時期はいずれも8世紀後半のものである。

③ 宅地区域の様相 左京一条三坊十三坪では、平安時代の大型の井戸 (枠材内法一辺2.23m、

深さ約46m)か ら、100点近い人形や斎串27点、「嘉祥元年」 (848年)他の墨書のある石 1点などの

遺物とともに、25点の墨書土器が出土した9)。 土器の時期は、いずれも9世紀以降のものであり、

中には「今井」 (18。 19)、 「今西」 (20)<以 上黒色土器A類椀>、 「大西」 (22)<灰釉陶器皿>、

「五院」 (4)<土師器杯B>な どと、いずれも底部外面に墨書した土器がある。これらの遺物は出

土状況からみて井戸の祭祀に関わるものの可能性もあり、今後は墨書の内容との関連性などの検

討が必要であろうが、「今井」、「今西」、「大西」は、古代のウジ名に関連するものではなかろう。

ちなみに、この付近で実施した発掘調査では、平安時代前半の遺構を検出した例がいくつか報

告されている。さらに当坪から一条南大路を隔てて南側の左京二条三坊十六坪は、石上宅嗣の芸

亭が想定されている場所であり、また北東方約300mに は平安時代に建立された不退寺がある。

長岡京遷都後の様相を考察する上では、興味深い地域である。

平城宮に程近い左京二条二坊十二坪では、「オロ撲」 (56。 71)、 「オロ撲所」 (38・ 49。 97)、 「撲所」

(69・ 73)、 「左相撲」(46)<以上いずれも須恵器>の例があり、溝や土坑など複数の遺構から出土し

た。加えて、「厨」 (92)、 「官」 (91)、 「左士」 (40。 61)、 「士」(55)<以上いずれも須恵器>、 「上番」

(37)<土 師器>の 出土例もある0。 また、この坪で出土する墨書土器は、須恵器の占める率が極

めて高い傾向であることがひとつの特徴であろう。

相撲に関する墨書のある土器は、現在のところ平城京内では、これ以外に近隣の左京二条二坊

十一坪における 1点の報告しかないけ。発掘調査の結果、十二坪では大規模な建物とそれをとり

まく回廊状の建物などの遺構が検出されており、しかも、奈良時代のほとんどの時期において、

坪全体を一括して利用していたことが推定されている。これらの建物の性格は定かではないが、

こうした墨書土器の出土状況から考えると、当時この坪内には相撲に関する施設が存在していた

か、あるいはこの坪内の施設において相撲に関わる行事が行われていた可能性が高いとみられる。

次に、「厨」の墨書土器の事例は、今回の報告対象となった資料の中では当例と大安寺旧境内か



ら出土した 1点 (1084)の、計 2点 を数えるのみである。他の機関の調査により出上した報告例

を併せても、現時点で平城京跡で出土したと報告されているものは、10点 に満たない②。これは、

平城宮内や長岡京跡での出土数よりも比較的少ないと思われるD。

左京四条三坊十坪では、「器」 (234・ 235。 238・ 239。 242)、 「杯」 (236・ 237)の出土例がある⊃。

いずれも東堀河の西隣で検出した井戸 2基から出上し、 8世紀前半～中頃の上師器の杯・皿の底

部外面に記されている。「器」の出土例は他の場所でもみられるが、これほどまでに集中して出土

した例はない。土器の状態は比較的良好で、種類 。器種ともに限定されている点が特徴的である。

右京二条三坊、三条三坊付近では、近年区画整理による大規模な面積の発掘調査が実施されて、

多くの成果が上がっている。この付近は奈良時代から平安時代初期の遺構の密度が高い。また、

出土遺物の量が多く、墨書土器の出土数についても同様な傾向にある。

このうち、右京二条三坊二坪では、研J」 (502・ 504・ 505)の 出土例がある0。 いずれも同じ井

戸から出土し、 8世紀後半の須恵器杯Aの底部外面に墨書されている。しかも、 3点 とも筆跡が

極めて似ており同筆の可能性が高い。「刑」の墨書事例としては、平城宮内において「刑省」の例が

既に報告されており0、 こちらは内容的にも位置的に見ても、おそらく「刑部省」に関わるものと

して推定が可能であるが、本例は京内宅地からの出上であるので、刑部省との関連性よりはむし

ろウジ名 (刑部)な どに関する墨書の可能性が指摘できる⊃。

さらに、同坪の他の井戸からの出土例として、「酒司」 (496)、 「酒□ 〔司ヵ〕」 (497)があるD。

ともに須恵器杯蓋である。付近では他にも「酒」の例が 1点あり、さらには同坪から一坪分を隔て

た南の四坪の北東部分では大規模な奈良時代の埋奏遺構が見つかっているD。 また「飯司」の墨書

のある曲物や、「合酒四合」と書かれた木簡が出土している事実かとも併せて考察すると、この二

坪と四坪の付近には酒造に関わる施設が存在していたと推測されるが、これが造酒司と直接関連

のある施設であるかどうかは断定できない。長屋王家木簡の中には、馬の飼育にあたる「馬司」

や、所領である御田・御菌の経営機関にあたる「御田司」「菌司」等の例がみえることから考え

ると郷、「司」の名称は、官司のみならず貴族層の邸宅内における職務分担組織名としても使用

されていたとみてよい。よってこの「司」についてもそのような可能性を考慮すべきであろう。

① 重要な個体事例 上記は地区ごとの様相について記したが、この他に注目すべき墨書土器

の事例について、個体ごとに列挙しておく。

「三合一夕」(842)銘土器は、須恵器椀Bで、底部外面に記載されており、右京五条一坊十五

坪の井戸から出上した劾。高台が若干欠損する以外は良好な状態にあり、1991年 に実施した法量

計測の結果では252mlと 報告されている20。 この値を、墨書に記された「三合一夕 (勺 )」 という

記載に基づいて、3.1合 とみなすと、 1合は約81.29mlと なり、 1升は約812.9mlと なる。812.9mlは 、

京枡に換算すると約0.451升 に相当する。この値は従来の想定20ょ りはやや大きな値となっている

が、唐招提寺旧境内より出土した「二合半」墨書銘の奈良時代の須恵器抗Bの枡2)も 、同様に京枡

に換算すると約0.47升 という極めて近似した値を得ていることからもつ、当時の度量衡を知る上で

極めて参考になる資料として注目されている。

「和銅三□ 〔年力〕」(349)銘土器は、左京四条五坊五坪より出土した2の。須恵器奏の体部外面

に墨書されており、土器自体の製作年代か、もしくは内容物の貯蔵や貢進に関わっての記載であ

ろうか。これは、年号が書かれた墨書土器としては、現時点では最古の事例とみられる。このほ

か、紀年のある墨書例としては「神護景雲三年/四月/大」 (423)の例があり、左京六条三坊十

坪の東堀河から出上している20。 こちらは須恵器杯Aの底部外面に記されていた。



Ⅳ 今後の課題

以上、奈良市教育委員会が平城京跡で実施 した調査 において出上 した古代 の墨書土器 に関 し、

様々な角度か らその概要 を述べ て きた。平城京跡の発掘調査 は、奈良市教育委員会の他 に、独立

行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 (旧奈良回立文化財研究所)や奈良県立橿原考古学研究所、

大和郡 山市教育委員会等の複数の調査機関によ り実施 されて きた。各調査 で出上 した遺物 は、調

査担当の各機 関に分かれて整理保管 されているのが現状であ り、平城京跡全体の墨書土器の出土

状況の総括 的な把握 は、今後の重要 な課題である。

近年の発掘調査 の成果の蓄積 によって、墨書土器の出土状況の把握や分析が、当該地点の遺構

の性格や土地利用の解 明な どにおいて、大 きな手かが りとなる可能性 もあるので、将来的には平

城京跡全体 のデー タの集成 。公 開が期待 される。

また、本書で報告 した資料以外 に も、刻書 。刻印・絵画墨書等の資料や、中世期以降の墨書土

器資料が出上 しているが、作業量や紙幅の都合上、割愛せ ざるを得 なか った。 これ らの資料群 に

ついて も、釈文や遺物状況・出土遺構等の基本デー タの集成 。公開の必要性 を痛感す る とともに、

今後の重要 な課題 として認識す る。                       (武 田和哉 )

[註 ]
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墨書土器の機能と性格をめぐって一』独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 2002 参照。

2)概要については、奈良日立文化財研究所「都びとのくらし」『平城京展』1989 参照。

3)当該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京左京四条四坊十一坪」『奈良市埋蔵文化財調査概要報告60年
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4)古代の上器研究会『都城の土器集成 I 古代の上器 1』 1992。
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13)平城宮は、既報告においては、30例以上ある。詳細は奈良日立文化財研究所 F平城宮出土墨書土器集成 I』 〔奈良国
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(財)長岡京市埋蔵文化財センターよりご教示を頂いた。

14)当 該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京左京四条三坊十坪の調査第314次」『奈良市埋蔵文化財調査概

要報告書平成 6年度』1995 参照。

15)当 該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京右京二条三坊二・三坪の調査第283次」『奈良市埋蔵文化財調

査概要報告書平成 5年度』1994 参照。

16)奈良国立文化財研究所『平城宮出土墨書土器集成Ⅱ』〔奈良国立文化財研究所史料31〕 1989 p31所載614 参照。

17)例えば、長岡京跡から出土した「車宅」という墨書土器の、「車」の字が車持氏のウジ名を示している可能性が高い

という指摘があり (清水みき「墨書土器「車宅」をめぐって」『長岡京古文化論叢』中山修一先生古稀記念事業会

1986 所収)、 本例を考察する上で参考となろう。

18)当 該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京右京二条三坊二・三坪の調査第283次」『奈良市埋蔵文化財調

査概要報告書平成 5年度』1994 参照。

19)当 該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京右京二条三坊四坪・菅原東遺跡の調査第273-1・ 276次」『奈

良市埋蔵文化財調査概要報告書平成 5年度』1994 参照。

20)当該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京右京二条三坊四坪・菅原東遺跡の調査第293次」『奈良市埋蔵

文化財調査概要報告書平成 6年度』1995 および、前掲註19)文献 参照。

21)長屋王家木簡の事例については、奈良国立文化財研究所『平城京木簡―』〔奈良日立文化財研究所史料第四十一冊〕

1995 および、同『平城京木簡二』〔同第五十三冊〕2001 の各冊を参照。

22)当該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京右京五条一坊十五坪の調査第127次」『奈良市埋蔵文化財調査

概要報告書昭和62年度』1988 参照。

23)篠原俊次「日本古代の枡」F平安京右京五条二坊九町・十六町』〔京都文化博物館調査研究報告第 7集〕京都府京都文

化博物館 1991 参照。

24)浮 田吾一『奈良朝時代民政経済の敷的研究』冨山房 1926 参照。

25)唐招提寺出土の枡については、前掲註23)篠原論文 および、奈良県教育委員会『唐招提寺防災施設工事・発掘調査

報告書』唐招提寺 1995 参照。

26)古代の枡については、榎英一「律令制下の枡」『日本史研究』388 日本史研究会 1995 において詳論されている。

27)当該調査の概要については、奈良市教育委員会「三条遺跡 。平城京左京四条五坊五坪の調査第429-2次」『奈良市埋

蔵文化財調査概要報告書平成11年度』2001 参照。

28)当該調査の概要については、奈良市教育委員会「平城京左京六条三坊十坪の調査第284次」『奈良市埋蔵文化財調査概

要報告書平成 5年度』1994 参照。
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